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１． 始めに 

  本研究では、前報その１５及び１６で明らかにされた

角鋼柱及び平鋼梁を接合し、さらにブレース材及び木製

耐震壁を組み合わせた柱梁仕口部を再現して、１時間耐

火構造の加熱試験によりその耐火性能を実験的に検討し

たものである。 

２． 試験方法 

２．１ 試験体 

 試験体の概要を表－１及び図－１に示す。 

試験体は角鋼の柱から延ばした厚さ９㎜の平鋼にＭ１６

のボルト２本で平鋼の梁に接合したものである。カラマ

ツ構造用集成材で被覆し、片方の柱には構造用集成材に

構造用合板を張り合わせた間柱を両端に取り付けた。 

実施設計では、柱梁取り合い部等に隙間を設ける。そ

のため、あらかじめ、22×300 の平鋼をカラマツの構造用

集成材で被覆した梁の接合部に 10 ㎜の隙間を設け、その

部分に数種類の目地材を挿入したものについて比較のた

めの予備加熱試験を行った。その試験の概要を表－２及

び図－２に示す。 

表－１試験体の概要 

部位 寸法（㎜） 含水率 

集成材 200×300 10.3％ 
梁 

鉄骨 平鋼 22×300 － 

集成材 200×200 10.9％ 
柱 

鉄骨 角鋼 65×65 － 

集成材 200×200 11.1％ 
ﾌﾞﾚｰｽ 

鉄骨 角鋼 65×65 － 
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表－２ 予備加熱試験の概要 

目地材 鋼材最高温度 
集成材木口  

最高温度 

高耐熱ﾛｯｸｳｰﾙ 
116℃     

328 分 30 秒 

174℃    

269 分 00 秒 

ｾﾗﾐｯｸﾌｧｲﾊﾞｰﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ 
121℃     

317 分 30 秒 

155℃    

191 分 30 秒 

黒鉛含有ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼｰﾄ 
128℃     

286 分 30 秒 

225 分    

93 分 30 秒 

ｸﾞﾗﾌｧｲﾄ系熱膨張ｼｰﾙ材 
132℃     

254 分 00 秒 

339℃    

69 分 30 秒 

ｸﾞﾗﾌｧｲﾄ系熱膨張性ｼｰﾄ 
121℃     

358 分 30 秒 

160℃    

254 分 00 秒 

発泡性特殊ｱｸﾘﾙ樹脂ｼｰﾄ被覆 
120℃     

347 分 00 秒 

221℃    

444 分 00 秒 

 

予備加熱試験について、目地材の違いによる鋼材温度

の差はほとんど無かったため、今回の試験には、施工性、

経済性を考慮し、集成材の接合部には高耐熱ロックウー

ル（厚さ 20 ㎜、かさ比重 0.08）を挿入することとした。 

 

       図－１ 試験体図 

            図－２ 試験体図（予備試験） 
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２．２ 試験体の設置方法 

 試験体は、（財）ベターリビングの水平炉内に、梁の

上面と土台となるＨ鋼部分以外すべて加熱されるように

設置した。 

２．３ 加熱方法 

 ISO834 に規定する次の標準加熱曲線に従って１時間加

熱し、加熱を停止した後もそのままの状態で加熱炉内に

放置した。 

T＝345log10(8t+1)+20 

ここで、T：平均炉内温度(℃) t：試験の経過時間(分) 

２．４ 測定項目 

・加熱温度 

加熱温度は、試験体から 100 ㎜離れた位置に８点

設置して測定した。 

・鋼材温度及び構造用集成材内部温度 

鋼材温度及び構造用集成材内部温度は、図－１に

示す、Ａ～Ｌの断面毎に、それぞれ１～４点を測定

した。 

・目視観察 

加熱中及び加熱停止後の加熱面の状況を目視によ

り観察した。また、試験終了後、各部位の炭化深さ

の計測を行った。 
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３． 試験結果 

試験結果の概要を表－３に、試験体各部の断面毎の鋼

材平均温度を図－３,４に示す。 

鋼材温度について、柱の最高温度は 168℃で間柱がある

方の柱がない方より若干高く、ピークは約１時間遅い。

試験開始後約７時間ですべての測定点で温度が下降して

いる。梁の最高温度は、仕口部付近の 151℃（集成材の目

地部付近）で間柱がある柱に近い方が 30℃ほど高く、ピ

ークは約２時間遅い。試験開始後約８時間ですべての測

定点で温度が下降している。これら最高温度は、柱、梁

単独で試験した場合1)､2)と大差ない結果となっている。 

集成材内部温度について、柱は温度の上下動がかなり

激しく、試験開始後約８時間 30 分ですべての測定点で温

度が下降している。梁は試験開始後約３時間ですべての

測定点で温度が下降している。 

燃え止まりについては、試験開始後５時間を経過して

も確認できなかったが、試験開始後 24 時間には燃え止ま

っていることを目視で確認した。 

構造用集成材の炭化深さは、梁：40～47 ㎜、柱：41～

45 ㎜、ブレース：45～47 ㎜であった。 

４． まとめ 

今回の実験結果から、各部位の鋼材温度は各指定性能

評価機関が定める業務方法書に規定する鋼材最高温度制

限値 450℃、平均温度制限値 350℃を超えておらず、また、

燃え止まりを試験開始後 24 時間で確認できたため、鉄骨

のカラマツ構造用集成材による被覆、及び高耐熱ロック

ウールを仕口部の集成材のすき間に挿入する仕様は、１

時間耐火構造の耐火性を有するといえる。 

 

表－３ 試験結果の概要 

部位 
構造用集成材  

内部最高温度 
鋼材最高温度 

梁 
153℃(Ｅ断面)  

113 分 30 秒 

151℃(Ｋ断面)  

442 分 00 秒 

柱 
392℃(Ｄ断面)  

330 秒 30 秒 

168℃(Ｃ断面)  

425 分 30 秒 

ブレース 
226℃(Ｊ断面)  

110 分 30 秒 

169℃(Ｍ断面)  

318 分 00 秒 

 

図-3  断面毎（仕口部付近）の鋼材平均温度測定結果
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図-4  断面毎（柱）の鋼材平均温度測定結果
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